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審 査 の 要 旨 
【批評】 
居眠り運転がいかに危険な行為であるかはよく知られているが、ドライバ特性の個人依存性が大き
いことなどから、ドライバが低覚醒状態に陥っていることの検出は容易ではなかった。そのなかで、
危険をもたらす可能性がある車両挙動が検出されたという客観情報のみを用いて、車両の安全確保と
ドライバの低覚醒状態検出をひとつの制御で実現する双対制御論的運転支援システムが構築できるこ
とを示すとともに、認知工学的実験によってそのシステムの有効性を証明した点において、本論文は
高く評価されるべきものである。低覚醒状態を考察の対象としているものの、本論文の方法論は、昨
今の喫緊の課題である健康起因事故（ドライバの心身機能喪失を要因とする事故）の防止にも適用可
能であると思われ、社会的意義は小さくない。 
ただ、本論文は、双対制御論的運転支援システムが実際に構築可能であることとシステムの基本特
性を明らかにすることに主眼を置いたものであることから、現実世界のなかで起こり得る多様な状況
において効力を発揮できるものにするには、車両制御の質向上のための制御工学的工夫や、低覚醒状
態にあることをより短時間で確実に判定できるようにするための認知工学的工夫などについて、さら
なる検討が求められる。 
 
【最終試験の結果】 
平成２７年１月２３日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。この結果とリスク工学専攻にお
ける達成度評価による結果に基づき、学位論文審査委員全員によって、合格と判定された。 
 
【結論】 
 上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
